
避難⾏動「萩原町防災会要⽀援者名簿」作成について 

萩原町⾃治会会⻑ 
萩原町防災委員会会⻑ 

細⾕ 菜穂⼦ 

過去の⼤きな災害では、災害時に家族などの⽀援が受けられず、⾃⼒での避難が
困難な⽅（避難⾏動時要⽀援者、以下「要⽀援者」という）の犠牲が多く⾒られるこ
とから、要⽀援者が迅速に避難できるための⽀援体制を整えておくことが必要と⾔
われています。そのため萩原町では災害に備えるべく昨年萩原町防災会が設⽴され
ました。 

次の図は阪神・淡路⼤震災で⼈命救助をした⼈の内訳を⽰していますが、発⽣直
後は⾃助・共助が最も重要であることがわかります。 

 

 

 

 

	
阪神・淡路⼤震災で⼈命救助した⼈の内訳 

出典：：(社）⽇本⽕災学会：兵庫県南部地震における⽕災に関する調査報告書 

⼀⽅で、緊急時に共助がうまく機能するためには、普段からその取り組みが必要
になります。要⽀援者⽀援の取組は、要⽀援者を把握することから始まります。 
 今回の調査はそのためのものです。皆様のご協⼒をよろしくお願い申し上げます。 

 
※ 萩原町防災会要⽀援者名簿の情報は⾃治会役員が適正に管理し、 

避難⽀援以外の⽬的では使⽤いたしません。 
 

※ 次のページはアンケート⽤紙になります。提出の際は、必要事項を
記載の上、封筒に⼊れて 4 ⽉末⽇までに班⻑さんを通して地区⾃治
会役員までお願いします。 

 

【裏のページの意向調査に記載をお願いします】 
 

公助 
・ライフラインの復旧 
・支援物資の提供 など 

共助 
地域で支えあう 
・初期消火 
・救出救護 
・避難支援 など 

救助隊
に, 1.7% 

その他, 
0.9% 

通行人
に, 
2.6% 

友人・隣

人に, 

28.1% 

自力で, 
34.9% 自助 

自らの生命・財産を守る 

家族に, 
31.9% 

全⼾配布 



避難⾏動「萩原町防災会要⽀援者名簿」に関する意向調査 
 

次の質問に対し、どれか⼀つに☑を記⼊してください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

問１ 台⾵や⼤⾬、地震などの災害時に、家族の皆さんは⾃⼒、 
⼜は親族などの⼿助けで、安全な場所まで避難できますか。 

□ はい（調査は終了です。下記に署名してください。） 
□ いいえ（問 2 に進んでください。） 
□ 施設⼊所中、⻑期⼊院中のため調査対象外です。 
□ （施設名：                  ） 
□ （調査は終了です。下記に署名してください。） 
□  

＊「はい」、「施設⼊所中、⻑期⼊院中」の場合、避難⾏動⽤⽀援者名簿に登録されません。 

問２ 避難を⼿伝ってもらうため、あなたの⽒名、⾝体の状況（障
害の種別や要介護度など）などを、防災委員、班⻑、⺠⽣委員など
避難に関わる関係者に教えても良いですか？ 
□ はい（調査は終了です。下記に署名してください。） 
□ いいえ（調査は終了です。下記に署名してください。） 

＊「はい」の場合、避難に関わる関係者に萩原町防災会避難⾏動要⽀援者名簿の情報を
提供して避難⽀援に役⽴てます。 

しかし、避難に関わる関係者の安全確保が前提のため、避難⽀援が受けられることを
確約するものではありません。 
＊「いいえ」の場合、萩原町防災会避難⾏動要⽀援者名簿に登録されますが、避難に 
関わる関係者に名簿情報は提供しません。 
＊萩原町防災会避難⾏動要⽀援者名簿の情報は⾃治会役員が適正に管理し、避難⽀援 
以外の⽬的では使⽤いたしません。 

本書を提出される際は署名をお願い致します。 
 
 
 
 
令和７年  ⽉  ⽇ 

住 所                    

⽒ 名                    

連絡先（電話・携帯）             


